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令和 ７年 ５月 １日 

 

千住淳教授の研究開発課題が科学技術振興機構（JST） 

未来社会創造事業（探索加速型）の「本格研究開発課題」に採択 
 

 

浜松医科大学子どものこころの発達研究センターの千住 淳教授が代表を務める研究開発課題

「多様な子どもたちの個性とウェルビーイングを支えるデータ活用技術開発」が科学技術振興機構

（JST）未来社会創造事業（探索加速型）令和 7 年度本格研究課題（重点公募テーマ：「他者とのイ

ンタラクションを支えるサービスの創出」）に採択されました。 

未来社会創造事業は、社会・産業ニーズを踏まえ、経済・社会的にインパクトのあるターゲット

（出口）を目指す技術的にチャレンジングな目標を設定し、実用化が可能かどうか見極められる段

階（概念実証：POC）を目指した研究開発を実施します。 

千住教授の研究開発課題は、探索研究および第 1次ステージゲート評価を経て、令和 7年度の本

格研究課題に採択されました。 

 

＜研究の背景＞ 

日本の子どもたちは、精神的幸福度が先進国の中で最低水準であると報告されており（令和２年

９月３日付ユニセフプレスリリースより、URL：https://www.unicef.or.jp/news/2020/0196.html）、

現在も改善に至っていません。いじめや不登校も増加傾向にあり、家庭や地域、学校での発育や教

育目標が画一的であり、子どもの多様な個性を支える仕組みが存在しないことに加え、教育現場は

人員不足です。子どもたち一人ひとりに寄り添った支援体制は整っておらず、子どもたちを支える

環境は厳しい状況となっています。この日本においては、子どもの多様な個性を支え、次世代の活

力や多様性を維持して将来に向けた創造的な問題解決能力を保有する多様な人材を育む、エビデン

スに基づいた社会基盤を作ることが急務です。 

子どもたち個々人の幸福感、自己肯定感を育むためには、教育や支援の現場において多様な子ど

もたちの日常を可視化し、そのデータを時系列に連携させ活用する科学的基盤が必要となります。

しかし、子どもたちが成長する現場において、再現性の高い計測技術の開発や導入が進まないこと

に加えて、その計測データを連携させる技術、ＥＬＳＩ（倫理的・法的・社会的課題）対応など、

制度設計を始めとする多くの課題があります。 

 

＜これまでの研究＞ 

探索研究では、学齢期の子どもたちを対象とし、学校での日々の健康観察をアプリ化し、そこか

らウェルビーイングを予測して教職員にリアルタイムで共有し、個別支援につなげるシステムを構

築しました。また、子ども本人とその支援者を対象としたウェルビーイング向上のための研修プロ

グラムを開発し、ＥＬＳＩの検討を経てガイドラインの策定を進めました。さらに乳幼児を対象と

して、日常場面における動画・音声データから発達指標を予測し、支援者と共有する技術を開発し

た研究グループと力を合わせることにより、さらなるシナジーを目指す体制を構築しました。 

 

＜本格研究の概要＞ 

本格研究では、自治体や教育現場と連携して乳児期および学齢期の子どもの「声なき声」を可視

化する計測技術を統合させ、数千人規模で計測したデータを蓄積し、連携させます（見守り（デー

タベース）ＤＢ）。また、計測データから子ども一人ひとりの個性やウェルビーイングを推定する

ためのアルゴリズムを開発します（個性ＤＢ）。さらに、子ども一人ひとりに対してデータに基づ

いた支援やサービスの開発と効果検証を行います（支援ＤＢ）。産官学の連携や国際標準化への貢

献を通してデータ活用技術を社会へ展開し、子どもたちの発達段階に応じたシームレスなデータ活

用や支援を可能にします。これにより、多様な子どもたちが高いウェルビーイングで個性を発揮し、

未来の主人公として活躍する社会の創出に貢献します。 
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＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

国立大学法人 浜松医科大学  

子どものこころの発達研究センター 

〒431-3192  浜松市中央区半田山 1-20-1 

教授  千住 淳 

Tel: 053-435-2088 ／ Fax: 053-435-2291 

E-mail: senju@hama-med.ac.jp 

 

 

 

＜参考図＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 多様な子どもたちを支えるデータ活用技術（Ｗｅｌｌ－Ｂｅｉｎｇ Ｂａｓｅ；ＷｅＢＢ）に

より実現する未来社会（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ＷｅＢＢの構成と本研究での研究開発内容 

  

 

＜参考 URL＞ 

JST 未来創造事業  

（https://www.jst.go.jp/mirai/jp/about/index.html） 

JST 未来社会創造事業（探索加速型）における令和７年度新規本格研究課題の決定について 

（https://www.jst.go.jp/pr/info/info1756/index.html） 


